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「いちのみや市100周年」記念事業 基本方針

２ テーマ
「人生100年時代」と言われる新しい時代に、市民もまちもいつまでも『健康・元気』

であり続けられるよう、先人が築いてきた「歴史・伝統」や私たちの暮らしを豊かにする
「芸術・文化」の大切さを十分に理解し、新しいまちの魅力を創造できるような、一宮市
ならではの事業を進めます。

１ 基本理念
市制施行100周年の節目の年を、一宮にゆかりのある多くの方々と喜び祝うとともに、

まちの魅力を市民参加型で再発見・再確認し、地元への誇りや愛着を育む機会とします。
また、一宮市は2021年に中核市への移行を目指しています。「市制施行100周年」と

「中核市への移行」が次の100年に向けた飛躍・発展の契機となるよう、多くの皆さん
との共創により、まちの魅力を高めます。そして、笑顔と活力あふれるまち「一宮」を

次世代に引き継いでまいります。
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４ 事業期間
事業の編成や展開にあたり、事業の実施期間を「プレ記念事業期間」と「記念事業

期間」の２年間に設定します。
(1)プレ記念事業期間： 2020（令和２）年４月１日～2021（令和３）年３月31日
(2)記念事業期間：2021（令和３）年４月１日～2022（令和４）年３月31日

３ 実施体制
事業の実施については、２つの組織による「両輪体制」により効果的な展開を行い

ます。
(1)市制施行100周年記念事業実行委員会
記念事業を多様な実施主体のもとで実施するため、市内各種団体の代表者で構成

しています。
(2)市制施行100周年記念事業推進本部
市が実施する事業の企画や、実行委員会との総合調整を図るための庁内組織です。

2019年度0 2020年度 2021年度

準備期間
プレ記念事業期間 記念事業期間

■準備委員会の設立（５月）
■キャッチフレーズ、

ロゴマークの決定
■実施事業の企画及び検討

■各種事業・イベントの実施
■記念事業期間に実施する
事業の企画及び検討

市制施行100周年記念事業
実行委員会

（市内団体の代表者）

※2019年度は準備委員会

市制施行100周年記念事業

推進本部

専門委員会
・キャッチフレーズ・ロゴの制作

・実行委員会主催事業 など

事務局

（100周年記念事業推進室）

連携

専門部会

■各種事業・イベントの実施

市役所



５ 記念事業の体系

(1) 特別事業

100周年をお祝いする各種記念事業のうち、主に市や市制施行100周年記念事業実行

委員会などが主催または共催で行う事業です。

(2) 市民チャレンジ事業

市民活動グループや団体・企業が、100周年を機に新たなことに挑戦する事業です。

(3) 冠事業

市民活動グループや団体・企業が、既存の活動に本基本方針の理念を取り入れて、

ロゴマークなどを活用しながら実施する事業です。

(4) 記念式典

2021年９月１日に行われる市制施行100周年記念式典において、市民と一緒に100周年

をお祝いする企画を実施します。

６ 広報の展開
記念事業を実施するにあたり、市民に広く周知するため、キャッチフレーズやロゴ

マークの制作並びに募集を行うなど、さまざまな媒体・機会を捉えて情報発信します。

７ 参加・協賛の仕組み
市内外から注目される「100周年記念事業」を市民の誇りや事業者のメリットとして

共有し、市民・事業者の皆さんとともに記念事業を展開するため、さまざまな参加・
協賛の形態を構築します。
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